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こ
れ
ま
で
、
「
泰
国
中
華
総
商
会
」
に
下
属
す
る
い
わ
ゆ
る
郷
帑
別
の
七
属
団
体
の
う
ち
、
潮
州
・
福
建
・
客
家
・
海
南
・
（
神
戸

大
学
、
国
民
経
済
雑
誌
、
第
一
二
六
巻
、
第
四
号
、
昭
和
四
十
七
年
十
月
所
載
）
、
広
肇
の
五
会
館
に
つ
い
て
概
観
し
て
き
た
。

　
な
お
、
そ
の
ほ
か
に
「
泰
国
江
浙
会
館
」
と
「
泰
国
台
湾
会
館
」
が
あ
る
が
、
そ
の
会
員
数
は
少
数
で
あ
り
、
正
式
に
会
館
の
成

立
を
み
た
の
は
、
戦
後
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
歴
史
も
浅
く
、
他
の
五
会
館
の
ご
と
く
、
み
る
べ
き
社
会
的
諸
事
業
も
な
く
、
本
稿
で

「
泰
国
中
華
総
商
会
」
に
つ
い
て
述
べ
る
に
先
だ
っ
て
、
「
そ
の
他
の
会
館
」
と
し
て
、
簡
潔
に
附
説
し
て
お
き
た
い
。
さ
ら
に
、

総
商
会
以
外
の
主
と
し
て
政
治
的
に
偏
向
す
る
集
成
団
体
と
し
て
の
「
泰
国
中
華
会
館
」
に
つ
い
て
も
、
一
応
こ
こ
で
瞥
見
し
て
お

く
こ
と
と
す
る
。

　
　
　
バ
ン
コ
ッ
ク
に
お
け
る
華
僑
社
会
の
構
造
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一
　
バ
ン
コ
ッ
ク
に
お
け
る
そ
の
他
の
会
館

　
バ
ン
コ
ッ
ク
に
お
け
る
華
僑
社
会
の
う
ち
、
地
方
別
、
い
わ
ゆ
る
七
属
の
う
ち
、
潮
州
・
福
建
・
客
家
・
海
南
・
広
肇
の
各
帑
に

つ
い
て
概
観
し
て
き
た
が
、
さ
ら
に
、
如
上
の
各
偕
の
ご
と
く
有
力
で
は
な
い
が
、
江
浙
と
台
湾
の
二
会
館
が
あ
り
、
さ
ら
に
以
上

の
七
属
の
ほ
か
に
、
政
治
的
に
偏
向
し
た
「
泰
国
中
華
会
館
」
が
あ
る
。
本
節
で
は
、
こ
れ
ら
の
三
会
館
に
つ
い
て
、
資
料
不
足
に

も
よ
る
が
、
簡
潔
に
附
説
し
て
お
こ
う
。

　
イ
　
「
泰
国
江
浙
会
館
」
‥
Ｈ
江
浙
は
、
揚
子
江
下
流
域
の
江
蘇
・
浙
江
の
両
省
の
畧
称
で
あ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
上
海
資
本
と
も
み

ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
各
地
の
多
く
で
は
、
「
三
江
」
（
江
蘇
・
浙
江
・
江
西
・
安
徽
）
の
名
称
が
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
バ
ン
コ
ッ
ク

で
は
、
江
浙
二
省
に
限
定
さ
れ
た
名
称
と
な
っ
て
い
る
。
戦
前
、
日
本
の
函
館
か
ら
神
戸
・
横
浜
・
長
崎
の
各
地
で
は
、
「
三
江
公

所
」
の
成
立
を
み
て
お
り
、
大
阪
だ
け
は
、
北
精
の
「
大
阪
北
帑
公
所
」
に
対
し
て
、
と
く
に
「
大
阪
中
華
南
留
商
業
公
所
」
の
名

称
を
使
用
し
て
い
た
。

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
、
今
日
で
も
「
三
江
会
館
」
が
あ
り
、
そ
れ
に
下
属
す
る
も
の
に
、
「
寧
波
同
郷
会
」
、
「
江
西
会
館
」
、
「
上

海
公
会
」
、
「
両
湖
会
館
」
、
「
南
洋
湖
北
天
門
会
館
」
、
「
南
洋
華
北
同
郷
会
」
等
が
あ
っ
て
、
江
・
浙
の
両
省
の
み
に
限
定
さ
れ
て
い

な
い
。
サ
ラ
ワ
ク
に
は
、
「
三
江
公
会
」
、
ペ
ナ
ン
に
は
「
三
江
公
所
」
、
セ
ラ
ン
ゴ
ー
ル
州
に
は
「
三
江
公
会
」
、
ペ
ラ
州
に
は
「
三

江
公
会
」
が
現
存
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
―
）

　
三
江
の
名
称
は
、
か
つ
て
の
清
朝
代
の
江
南
省
（
現
在
の
江
蘇
省
と
安
徽
省
）
、
浙
江
省
・
江
西
省
の
三
省
名
に
由
来
し
て
い
た
が
、

華
北
系
を
も
包
括
す
る
場
合
が
少
く
な
い
。
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海
外
に
お
け
る
華
僑
団
体
に
つ
い
て
、
総
体
的
観
察
を
す
る
場
合
、
華
南
か
ら
華
北
へ
と
北
上
す
る
に
し
た
が
っ
て
、
華
府
で
は

福
建
・
広
東
両
省
の
姓
氏
団
体
・
ビ
イ
レ
ッ
ジ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
等
の
集
団
的
団
結
性
の
集
約
度
は
高
い
が
、
北
上
し
て
い
く
に

し
た
が
っ
て
広
汎
な
地
域
に
わ
た
っ
て
粗
放
化
さ
れ
て
い
く
傾
向
が
「
三
江
畜
」
を
み
る
場
合
に
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

　
何
れ
に
も
せ
よ
、
タ
イ
国
で
は
、
江
・
浙
の
両
省
に
限
定
し
て
い
る
。
そ
の
一
因
と
し
て
は
、
タ
イ
国
で
は
商
人
的
潮
州
人
の
団

結
力
が
固
く
、
資
本
的
に
劣
弱
で
、
集
団
的
に
も
粗
数
的
な
華
北
系
の
進
出
の
余
地
の
な
か
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　
戦
前
、
国
内
地
方
軍
閥
の
争
乱
か
ら
諸
外
国
軍
隊
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
た
上
海
の
共
同
租
界
・
仏
租
界
・
日
本
租
界
内
に
は
、
揚

子
江
流
域
の
江
浙
財
閥
の
巨
大
な
資
本
が
逃
避
集
中
し
て
、
経
済
的
発
展
を
み
、
雄
厚
な
資
本
を
も
っ
て
揚
子
江
南
北
の
経
済
を
支

配
し
て
い
た
。

　
戦
後
、
江
浙
財
閥
の
国
外
避
難
に
際
し
て
ホ
ン
コ
ン
ヘ
の
入
国
は
自
由
で
あ
っ
た
が
、
ク
イ
国
へ
の
入
国
は
、
戦
後
中
国
出
生
の

も
の
は
外
国
人
と
し
て
取
扱
い
、
き
び
し
い
入
国
制
限
が
あ
っ
て
、
そ
の
正
確
な
人
口
数
は
明
確
に
さ
れ
え
な
い
が
、
江
浙
系
は
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
の
立
場
に
あ
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
き
た
。
た
だ
、
江
浙
系
は
進
歩
的
、
か
つ
資
本
的
に
も
優
位
に
あ
っ
た
か

ら
、
潮
州
系
の
団
結
力
を
も
っ
て
し
て
も
、
そ
の
進
出
を
阻
止
し
え
な
か
っ
た
？
収
民
国
紀
元
前
か
ら
少
数
の
江
浙
系
同
郷
人
の
進
出

が
あ
り
、
新
華
書
局
・
上
海
商
務
印
書
館
分
行
・
正
典
懋
綢
緞
荘
・
陳
炳
行
（
為
替
・
金
銀
・
雑
貨
）
・
蘇
順
利
坤
記
（
江
西
瓷
器
）
・

美
亜
織
綢
廠
（
糸
綢
品
）
・
中
国
南
洋
煙
草
兄
弟
公
司
・
上
海
天
厨
味
精
公
司
（
味
の
素
・
醤
油
）
・
上
海
冠
生
園
（
缶
頭
食
品
）
・
上
海

粤
昌
公
司
（
カ
メ
ラ
・
フ
ィ
ル
ム
）
・
江
南
製
紙
公
司
・
上
海
馬
利
工
廠
（
水
彩
原
料
）
等
、
若
干
の
当
時
と
し
て
は
洋
式
化
さ
れ
た
諸

事
業
の
分
行
、
代
理
店
等
の
進
出
を
み
て
い
た
官
収
そ
れ
ら
は
な
お
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ
っ
た
が
、
同
郷
談
叙
休
憩
の
場
所
と
し
て
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

郷
会
に
類
す
る
も
の
が
あ
っ
た
。
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戦
後
一
九
五
六
年
に
お
よ
ん
で
、
正
式
に
「
江
浙
会
館
」
と
し
て
タ
イ
政
府
に
登
記
し
て
、
シ
ピ
ア
路
の
横
路
地
に
二
層
楼
の
小
規

模
な
江
浙
会
館
の
建
設
を
み
て
、
現
在
に
お
よ
ん
で
い
る
。
会
長
の
張
杰
陵
（
江
蘇
省
・
江
寧
県
人
）
は
、
骨
董
・
木
器
行
（
家
具
商
）

で
あ
っ
て
、
会
館
成
立
以
来
理
事
長
と
し
て
、
同
館
を
領
導
し
て
い
る
。
現
存
の
役
員
三
四
名
の
う
ち
、
家
具
商
（
木
器
公
司
）
を

経
営
す
る
も
の
が
、
一
〇
家
、
繊
維
関
係
の
紡
織
染
公
司
を
経
営
す
る
も
の
五
家
が
み
ら
れ
る
。

　
旧
来
の
中
国
式
家
具
製
造
は
、
広
府
系
の
専
業
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
江
浙
偕
の
進
出
と
と
も
に
、
新
洋
式
の
家
具
類
に

圧
倒
さ
れ
て
い
っ
た
。
入
国
制
限
の
た
め
、
ホ
ン
コ
ン
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
江
浙
系
に
よ
る
積
極
的
産
業
化
過
程
の
導
入
さ
れ
る
と

こ
ろ
ま
で
に
は
い
た
ら
な
い
が
、
先
来
の
保
守
的
広
肇
系
は
、
か
な
り
の
打
撃
を
う
け
た
。
そ
の
こ
と
は
後
述
の
ご
と
く
「
泰
国
中

華
総
商
会
」
へ
の
代
表
派
遣
数
が
、
江
浙
系
の
そ
れ
を
下
ま
わ
っ
て
き
た
こ
と
に
も
明
ら
か
に
さ
れ
う
る
。

　
ロ
　
泰
国
台
湾
会
館
＝
台
湾
は
も
と
指
建
省
に
属
し
て
い
た
た
め
、
初
期
は
福
建
人
と
し
て
進
出
し
て
い
た
が
、
清
未
日
本
の
台

湾
領
有
後
福
台
の
別
が
生
じ
始
め
た
。
一
九
三
五
年
に
お
よ
ん
で
、
五
〇
名
ば
か
り
で
郷
親
会
と
し
て
シ
ー
ロ
ム
路
に
「
台
湾
公

会
」
の
創
設
を
み
た
。
戦
時
中
集
中
営
に
監
禁
さ
れ
た
も
の
六
百
余
名
を
算
し
た
が
、
戦
後
留
泰
を
継
続
す
る
も
の
百
名
ほ
ど
あ
っ

て
、
一
九
四
五
年
の
「
台
湾
同
郷
会
」
を
組
織
し
た
が
、
一
九
四
七
年
現
在
名
の
「
泰
国
台
湾
会
館
」
と
改
称
し
、
七
属
の
地
位
を

獲
得
し
た
。
現
在
は
ロ
ン
ム
ア
ン
四
路
に
小
規
模
の
会
館
を
設
立
し
、
林
炳
煌
（
大
新
実
業
有
限
公
司
・
丹
頂
化
粧
品
工
業
有
限
公
司
・

日
本
花
王
洗
滌
剤
工
廠
董
事
長
）
が
主
席
の
地
位
に
つ
い
て
い
る
。
台
湾
系
は
日
本
語
を
解
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
日
本
資
本
と
合
弁
経

営
（
花
王
・
丹
頂
・
三
菱
・
本
田
等
）
す
る
も
の
が
少
な
く
な
い
。

　
江
浙
会
館
と
同
様
、
現
状
で
は
学
校
・
医
院
・
墓
地
等
の
社
会
的
諸
事
業
を
完
備
す
る
ほ
ど
の
会
館
と
し
て
の
実
体
は
備
え
る
と

こ
ろ
に
ま
で
は
お
よ
ん
で
い
な
い
。
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ハ
　
泰
国
中
華
会
館
＝
‥
七
属
で
は
な
く
、
一
見
そ
の
名
称
か
ら
し
て
集
成
団
体
と
し
て
み
ら
れ
や
す
い
「
泰
国
中
華
会
館
」
が
ー

バ
ン
コ
ッ
ク
に
早
く
か
ら
成
立
を
み
て
い
た
。
中
華
会
館
の
名
称
を
も
つ
団
体
は
、
ア
メ
リ
カ
の
各
地
、
日
本
の
神
戸
・
大
阪
・
函

館
、
そ
の
他
か
つ
て
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
各
主
要
都
市
で
は
、
最
高
集
成
団
体
と
し
て
の
役
割
を
果
し
て
い
た
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
「
三
藩
市
中
華
総
会
館
呈
い
、
日
本
の
神
戸
・
大
阪
で
は
両
者
合
同
し
て
「
神
阪
中
華
会
館
盲
ご
の
名
称
を
も
っ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
華
僑
社
会
の
最
高
集
成
団
体
と
し
て
の
実
体
を
保
持
し
、
前
者
の
場
合
は
な
お
今
日
で
も
そ
の
役
割
を
有
力
に
果

し
て
い
る
。

　
タ
イ
国
に
お
け
る
「
中
華
会
館
」
の
前
身
は
、
一
九
〇
七
年
秋
、
孫
文
と
汪
精
衛
ら
が
来
泰
し
て
、
当
時
で
は
会
党
（
秘
密
結
社
）

で
あ
っ
た
「
中
国
革
命
同
盟
会
」
の
支
部
と
し
て
、
「
中
華
会
所
」
の
名
を
も
っ
て
同
盟
会
の
支
部
と
し
て
組
織
し
た
こ
と
に
始
ま

る
。
蕭
仏
成
が
支
部
長
と
な
り
、
会
所
総
理
と
し
て
は
許
金
泉
が
選
ば
れ
た
。
当
時
同
盟
会
は
秘
密
結
社
で
あ
っ
た
か
ら
、
マ
レ
イ

シ
ア
で
は
「
閲
書
報
社
」
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
ペ
ナ
ン
等
）
、
バ
ン
コ
ッ
ク
で
は
「
中
華
会
所
」
の
名
称
で
滅
満
興
漢
の
活
動
に
従
事
し
て

い
た
。
蕭
仏
成
は
粤
属
、
陳
釈
如
は
潮
州
系
、
葉
定
化
は
客
家
系
、
梁
社
長
は
広
東
系
、
正
斧
軍
は
海
南
系
、
そ
の
ほ
か
旧
套
的
な

秘
密
結
社
の
洪
門
系
人
物
の
陳
勇
波
、
余
永
興
ら
は
洪
門
会
の
兄
弟
達
を
領
導
し
て
、
そ
の
組
織
の
連
合
化
を
は
か
っ
て
い
た
。

　
辛
亥
（
一
九
一
一
年
）
三
月
二
十
九
日
の
広
州
起
義
に
際
し
て
の
花
崗
七
十
二
烈
士
の
う
ち
に
も
、
彼
ら
の
参
加
を
み
て
い
た
。

亥
辛
双
十
武
漢
起
義
に
際
し
て
も
、
帰
国
参
加
す
る
も
の
三
百
金
名
に
達
し
、
そ
の
多
く
は
革
命
の
犠
牲
者
と
し
て
果
て
た
。

　
民
国
成
立
後
、
同
盟
会
は
国
民
党
と
し
て
改
組
さ
れ
、
中
華
会
所
も
同
時
に
「
中
華
会
館
」
と
改
称
し
た
。
そ
の
後
の
討
袁
運

動
、
民
国
五
年
（
一
九
一
六
）
六
月
六
日
袁
世
凱
の
死
亡
、
各
地
に
軍
閥
の
割
拠
に
際
し
て
民
国
九
年
（
一
九
二
〇
）
国
民
党
は
「
中

国
革
命
党
」
に
改
称
し
て
い
た
の
が
、
再
び
後
に
国
民
党
と
改
称
を
み
た
が
、
中
華
会
館
は
終
始
そ
の
支
持
の
立
場
を
か
え
な
か
っ
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た
。

　
国
民
革
命
軍
の
北
伐
開
始
後
、
国
共
の
分
裂
を
み
て
、
民
国
十
六
年
（
一
九
二
七
）
い
わ
ゆ
る
清
ー
党
ゝ
が
実
行
さ
れ
、
中
華
会
館
に

も
波
及
し
て
会
館
内
部
に
ス
プ
リ
ッ
ト
を
み
て
、
指
導
者
の
蕭
仏
或
は
、
広
東
に
帰
り
、
同
会
館
の
会
務
は
そ
の
後
停
止
し
て
し
ま

っ
て
い
た
。

　
抗
日
戦
争
当
時
は
合
作
し
て
い
た
が
、
戦
後
共
産
党
に
逐
わ
れ
て
、
台
湾
に
避
難
し
て
国
府
側
を
支
持
す
る
党
派
は
、
一
九
五
〇

年
に
海
南
将
の
雲
竹
亭
を
理
事
長
、
広
肇
将
の
黄
鴻
秋
を
副
理
事
長
と
し
て
、
シ
ピ
ア
路
の
潮
安
同
郷
会
旧
址
に
二
層
洋
房
の
会
所

を
設
け
、
「
中
華
会
館
」
の
復
活
を
み
た
。

　
一
九
五
八
年
に
は
、
サ
パ
ン
・
ク
・
ラ
マ
四
世
路
に
現
存
の
「
中
華
会
館
」
を
改
め
て
設
置
し
た
。
本
会
館
は
設
置
の
初
期
か

ら
、
辛
亥
革
命
運
動
に
参
加
し
、
そ
の
後
国
民
党
の
支
部
と
し
て
の
役
割
を
果
し
、
今
日
で
は
国
府
側
の
反
其
的
立
場
に
た
つ
団
体

と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
役
員
に
は
、
初
期
に
は
首
将
、
さ
ら
に
洪
門
系
の
会
党
も
参
加
し
て
い
た
が
、
今
日
で
は
、
そ
の
役
員
の

主
流
に
は
、
客
家
系
と
海
南
系
が
目
立
ち
、
理
事
長
・
秘
書
・
財
政
・
交
際
・
常
務
理
事
の
主
要
役
員
は
す
べ
て
客
家
系
で
あ
る
。

そ
の
名
称
の
み
か
ら
す
れ
ば
、
バ
ン
コ
ッ
ク
の
華
僑
社
会
の
総
体
を
統
轄
す
る
最
高
集
成
団
体
と
も
理
解
さ
れ
う
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
・
そ
の
実
体
は
反
共
の
立
場
を
と
る
分
派
的
な
政
治
的
団
体
と
み
て
差
支
え
な
い
。
共
産
主
義
、
社
会
主
義
に
絶
対
反
対
の
立
場

を
と
る
こ
と
か
ら
し
て
、
共
産
系
側
か
ら
は
「
白
華
」
と
さ
え
呼
称
さ
れ
て
い
る
。

　
本
会
館
は
、
感
情
を
連
絡
し
、
文
化
向
上
、
体
育
衛
生
の
協
助
、
新
生
活
運
動
の
促
進
、
公
益
慈
善
事
業
の
経
営
、
中
タ
イ
の
親

善
を
は
か
り
、
世
界
平
和
の
擁
護
を
宗
旨
と
し
て
い
る
。

　
具
体
的
に
は
、
教
育
面
で
は
、
「
泰
京
黄
魂
中
学
」
を
経
営
し
て
い
る
。
同
中
学
は
、
一
九
二
七
年
成
立
し
、
一
九
三
九
年
に
は
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政
府
の
命
令
で
閉
鎖
さ
れ
た
が
、
一
九
四
六
年
再
開
さ
れ
た
。
中
学
・
小
学
生
二
千
余
名
を
擁
し
た
が
、
華
文
中
学
は
政
府
命
令
で

閉
鎖
さ
れ
、
中
・
英
・
泰
文
夜
学
と
昼
間
の
泰
英
文
中
学
と
し
て
今
日
に
お
よ
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
、
内
地
学
生
の
バ
ン
コ
ッ
ク
で

学
習
す
る
も
の
の
た
め
の
寄
宿
舎
を
設
置
し
て
い
る
。

　
そ
の
ほ
か
、
ビ
ル
マ
方
面
か
ら
の
避
難
華
僑
の
救
済
、
国
父
「
孫
中
山
」
の
た
め
の
記
念
事
業
、
台
湾
の
国
府
訪
問
・
連
絡
等
が

本
会
館
の
主
要
会
務
と
な
っ
て
い
る
。

　
本
会
館
は
、
政
治
性
の
面
の
み
が
つ
よ
く
表
面
化
し
て
い
る
だ
け
に
、
政
治
的
以
外
に
、
社
会
的
、
経
済
的
各
般
の
機
能
と
そ
れ

に
即
応
す
る
設
備
を
も
つ
「
三
藩
市
中
華
総
会
館
」
や
、
戦
前
の
神
戸
に
お
け
る
「
神
阪
中
華
会
館
」
の
ご
と
き
、
華
僑
社
会
全
般

の
最
高
統
轄
機
関
と
は
、
名
称
は
同
じ
で
あ
っ
て
も
、
各
般
に
わ
た
る
主
要
な
職
能
を
果
さ
な
い
統
轄
的
と
い
う
よ
り
は
、
偏
向
的

存
在
と
み
な
し
て
差
支
え
な
い
。
こ
こ
に
、
そ
の
他
の
会
館
の
一
つ
と
し
て
附
説
す
る
に
と
ど
め
た
所
以
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
以
上
の
ほ
か
省
別
団
体
と
し
て
は
、
き
わ
め
て
小
規
模
な
「
泰
国
雲
南
会
館
」
が
素
坤
逸
路
に
あ
る
が
、
総
商
会
へ
の

代
表
派
遣
も
な
く
、
ま
た
検
討
す
べ
き
資
料
も
不
足
す
る
た
め
省
略
す
る
。
た
だ
同
会
館
の
郷
土
が
孫
文
に
し
た
が
い
、
討
袁
の
役

の
雲
南
起
義
発
生
の
地
と
し
て
、
今
日
で
も
同
会
館
は
そ
の
こ
と
を
誇
り
と
し
て
を
り
「
雲
南
起
義
擁
護
共
和
五
十
周
年
記
念
特
刊
」

の
提
供
を
う
け
た
。
本
留
に
は
茶
業
に
従
事
す
る
も
の
が
目
立
っ
て
い
た
。
な
お
、
自
然
的
な
人
種
的
集
団
と
し
て
の
省
州
別
の
七

属
会
館
の
下
部
に
各
県
別
同
郷
会
、
さ
ら
に
総
計
四
〇
団
体
を
算
す
る
姓
氏
団
体
、
い
わ
ゆ
る
「
宗
親
会
」
、
社
会
的
、
政
治
的
に

も
重
要
な
役
割
を
果
す
か
つ
て
の
広
州
の
九
善
堂
に
も
該
当
す
る
一
七
団
体
の
善
堂
・
医
院
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
詳
説
す
る
余
裕

が
な
い
の
で
、
別
稿
で
と
り
あ
げ
る
こ
と
と
す
る
。

　
以
下
、
本
稿
で
は
タ
イ
国
、
バ
ン
コ
ッ
ク
に
お
け
る
華
僑
商
人
社
会
の
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
・
ギ
ル
ド
、
な
い
し
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
代
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初
期
の
商
人
ギ
ル
ド
に
も
相
似
し
、
本
国
官
府
側
か
ら
の
強
制
法
規
の
所
産
で
も
あ
る
「
泰
国
中
著
総
商
会
」
の
成
立
に
い
た
る
序

説
に
つ
い
て
、
概
観
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

　
　
　
　
　
ニ
　
タ
イ
国
中
華
総
商
会
成
立
序
説

　
イ
　
そ
の
前
史
＝
中
タ
イ
関
係
の
古
代
・
中
世
の
交
渉
関
係
は
、
容
易
に
明
ら
か
に
し
え
な
い
が
、
唐
宋
両
代
に
は
僧
侶
・
商
売

の
往
来
に
際
し
て
、
暹
羅
に
関
す
る
記
述
は
、
宋
史
・
明
史
・
東
西
洋
考
等
に
も
み
ら
れ
る
。
南
宋
末
年
、
宋
の
宰
相
陳
宜
中
が
暹

羅
で
生
涯
を
終
り
、
元
代
の
至
元
二
十
一
年
（
一
二
八
四
）
に
は
、
世
祖
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
ヘ
の
出
撃
の
際
に
も
、
中
タ
イ
関
係
は

朝
貢
に
よ
り
相
互
に
友
好
干
係
に
あ
っ
た
。
明
代
の
永
楽
・
宣
徳
年
間
に
は
、
鄭
和
の
七
次
に
お
よ
ぶ
西
洋
遠
征
が
あ
り
、
二
ｉ
三

万
人
を
帯
同
し
て
い
た
も
の
の
う
ち
、
暹
羅
に
流
寓
す
る
も
の
さ
え
み
ら
れ
た
。
明
清
間
は
海
燕
に
よ
っ
て
、
中
タ
イ
関
係
は
後
退
し

た
が
、
清
代
康
煕
二
十
二
年
（
一
六
八
三
）
海
禁
を
解
き
、
粤
（
広
州
）
・
閔
（
福
建
）
・
寧
波
等
に
海
関
監
督
を
置
き
、
行
商
＝
J
h
L
o
n
g

M
e
r
c
h
a
n
t
s
を
し
て
、
外
国
貿
易
の
こ
と
掌
ら
し
め
た
。
と
く
に
、
暹
羅
の
朝
貢
使
節
は
優
遇
さ
れ
、
明
代
の
「
懐
遠
駅
」
に
近

接
す
る
と
こ
ろ
に
外
国
貿
易
専
管
の
十
三
行
を
設
け
て
い
た
が
、
乾
隆
二
十
五
年
（
一
七
六
〇
）
に
お
よ
ん
で
既
設
の
沿
岸
貿
易
専

管
の
「
海
南
行
」
、
外
国
貿
易
専
管
の
「
外
洋
行
」
の
ほ
か
に
、
「
本
港
行
」
を
設
け
て
、
と
く
に
暹
羅
貢
使
と
そ
の
貿
易
納
餉
を
掌

ら
さ
し
め
た
ｏ
「
本
勝
行
」
の
事
務
は
、
後
嘉
慶
五
年
（
一
七
九
六
）
に
は
、
福
潮
行
（
海
南
行
の
改
称
名
）
の
経
理
に
帰
し
、
福
潮

行
の
衰
退
と
と
も
に
、
「
外
洋
行
」
の
行
商
二
家
が
輪
番
制
で
専
管
し
て
い
た
。

　
だ
が
、
中
タ
イ
関
係
緊
密
化
の
画
期
的
事
件
は
、
ア
ュ
チ
ア
＝
A
y
u
d
h
y
a
王
朝
（
1
3
5
0
-
1
7
6
7
）
の
末
期
、
強
悍
な
ビ
ル
マ
軍
の

侵
入
を
打
破
っ
て
、
チ
ャ
オ
・
ピ
ア
（
メ
ナ
ム
）
何
の
右
岸
に
ト
ン
ブ
リ
王
朝
（
1
7
6
7
-
1
7
8
2
)

=
T
h
o
n
b
u
r
iU
y
n
a
s
t
y
を
創
始
し
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た
潮
州
人
の
鄭
ー
昭
ー
（
字
、
信
＝
び
k
よ
i
n
｡

1
7
3
4
-
1
7
8
3
｡
潮
州
府
澄
海
県
出
身
）
の
時
期
以
降
で
あ
っ
た
。
鄭
祭
信
ｔ
は
、
ト
ン
ブ
リ
王
朝
強

化
の
た
め
、
郷
土
の
潮
州
人
の
入
国
を
促
進
し
た
こ
と
が
、
今
日
タ
イ
華
僑
社
会
の
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
ー
が
、
潮
州
人
で
形
成
さ
れ
る

主
要
要
因
に
な
っ
た
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。
潮
州
人
は
団
結
力
が
つ
よ
く
、
そ
れ
は
ま
た
他
面
、
異
常
に
排
他
的
で
も
あ
る
と
い
え

る
。
か
つ
て
、
中
国
の
沿
岸
貿
易
で
雄
偉
を
し
め
た
南
北
行
も
潮
州
偕
の
独
占
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
今
日
の
タ
イ
国
の
入
国
制

限
の
き
び
し
い
の
も
一
旦
タ
イ
籍
獲
得
後
、
た
と
え
中
国
人
で
あ
っ
て
も
他
集
団
の
進
出
を
外
国
人
と
し
て
取
扱
い
、
そ
の
入
国
に

非
協
力
的
で
あ
る
こ
と
も
、
他
帑
と
隔
絶
し
た
圧
倒
的
多
数
を
占
め
る
原
因
結
果
と
な
っ
て
い
る
も
の
と
も
理
解
さ
れ
る
。

　
バ
ン
コ
ッ
ク
で
は
潮
州
人
が
圧
倒
的
多
数
を
占
め
て
い
た
こ
と
か
ら
し
て
、
華
僑
社
会
全
体
を
連
合
的
に
統
轄
す
る
最
高
集
成
団

体
の
成
立
が
、
海
外
の
他
の
諸
都
市
の
場
合
と
比
較
し
て
多
少
遅
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
「
横
浜
中
著
会
館
」
は
明
治
四
年
（
一
八

七
一
）
、
「
神
阪
中
華
会
館
」
は
明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
、
「
三
藩
市
中
華
会
館
」
は
一
八
六
二
年
等
、
一
九
世
紀
後
年
に
何
れ

も
そ
の
成
立
を
み
て
い
た
。

　
ア
ル
セ
ー
ネ
フ
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
東
シ
ベ
リ
ア
の
「
黒
竜
江
省
公
益
会
」
は
、
本
国
政
府
は
も
ち
ろ
ん
、
ロ
シ
ア
側
政
府
の
干

渉
も
な
く
、
十
九
世
紀
後
半
に
は
山
東
省
人
を
主
体
と
す
る
黒
竜
江
省
公
益
会
の
自
治
組
織
を
も
っ
て
い
た
。
原
始
林
に
お
け
る
人

蔘
採
取
、
な
い
し
は
猟
師
・
農
民
・
商
人
達
を
包
括
し
て
い
た
。
き
わ
め
て
き
び
し
い
制
裁
規
定
を
も
ち
、
そ
の
老
爺
廟
に
お
け

る
自
治
裁
判
で
は
生
き
埋
め
を
も
ふ
く
む
峻
刑
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
、
ア
ル
セ
ー
ネ
フ
の
著
書
の
う
ち
に
詳
説
さ
れ
て
い

る
。

　
そ
の
ほ
か
、
一
九
世
紀
代
に
は
、
満
洲
、
い
ま
の
東
北
の
各
地
に
「
奉
天
公
議
会
」
、
「
安
東
公
議
会
」
、
揚
子
江
流
域
に
は
、
重

慶
の
「
八
省
首
事
」
、
「
漢
口
三
百
六
十
行
」
、
「
沙
市
十
三
脊
」
等
の
幾
多
の
集
成
団
体
が
成
立
を
み
て
い
た
。
中
国
海
関
十
年
報
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（
一
八
八
二
－
一
八
九
一
）
等
の
諸
報
告
の
う
ち
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
民
間
商
人
社
会
が
官
府
側
に
対
抗
し
て
と
い
う

よ
り
は
、
官
府
側
と
の
連
絡
機
関
、
な
い
し
は
社
会
的
に
消
防
・
衛
生
・
慈
善
・
救
済
・
税
捐
の
請
負
・
商
事
慣
行
の
規
律
保
持
・

自
治
裁
判
等
の
必
要
か
ら
、
自
主
的
に
い
つ
し
か
成
立
を
み
る
に
い
た
る
自
然
的
な
経
過
を
辿
っ
て
い
た
。

　
官
府
側
は
歴
代
重
農
抑
商
政
策
を
原
則
と
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
場
合
と
は
逆
に
農
民
が
都
市
商
人
よ
り
も
上
位
を
占
め
、
利
潤
追

求
の
商
人
達
は
士
農
工
商
の
最
下
位
に
お
か
れ
、
官
僚
と
な
る
資
格
さ
え
奪
わ
れ
て
い
た
。
耕
作
が
唯
一
の
生
産
の
根
源
で
あ
り
、

商
人
は
可
及
的
に
大
多
数
の
購
入
者
と
販
売
者
を
仲
介
し
て
、
自
由
無
限
の
競
争
の
上
に
、
双
方
に
も
っ
と
も
有
利
な
価
格
を
保
証

す
る
こ
と
こ
そ
、
商
業
の
自
然
的
な
取
締
り
で
あ
る
と
さ
え
考
え
ら
れ
て
い
た
。

　
中
国
の
自
然
法
を
た
た
え
る
フ
ラ
ン
ス
の
啓
蒙
思
想
家
の
一
人
の
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ケ
ネ
ー
＝
F
r
a
n
c
o
i
s

Q
u
e
s
n
a
y
の
「
中
国
の

専
制
主
義
」
＝
D
e
s
p
o
t
i
s
m
e
d
Q
r
C
h
i
n
e
｡
1
7
6
7
｡
の
う
ち
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
だ
が
、
歴
代
官
僚
制
の
任
期
三
年
、
地
域
回
避
制
に
よ
る
地
方
的
土
語
と
慣
習
に
通
じ
な
い
官
府
と
、
商
人
社
会
と
の
間
に
は
何

ら
の
協
同
的
連
携
も
な
く
、
民
間
商
人
は
そ
れ
自
体
い
つ
し
か
強
勒
な
自
治
機
構
を
固
め
て
い
き
、
自
主
的
制
裁
法
規
を
も
ち
、
農

民
の
犠
牲
の
上
に
独
占
的
商
業
利
潤
を
咨
い
ま
ま
に
す
る
場
合
が
少
く
な
か
っ
た
。

　
右
の
ご
と
き
民
間
商
人
の
自
治
機
構
が
い
つ
の
こ
ろ
か
ら
成
立
を
み
て
い
た
か
は
、
歴
史
的
に
実
証
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る

が
、
司
馬
遷
の
史
記
、
貨
殖
列
伝
、
第
六
十
九
に
も
、
「
天
下
煕
煕
と
し
て
、
皆
利
の
為
め
に
来
り
、
天
下
壌
壌
と
し
て
、
皆
利
の

為
め
に
か
く
」
、
ま
た
「
富
は
人
の
情
性
を
学
ば
ず
し
て
と
も
に
欲
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
な
り
」
と
し
、
陶
朱
・
倚
頓
等
の
富
商
大

賀
が
古
代
か
ら
天
下
に
周
流
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
周
礼
の
司
市
・
質
人
、
前
漢
「
桑
弘
羊
」
の
「
均
輸
官
」
（
塩
・
鉄
の
専
売
）
、
漢
の
帝
位
纂
奪
者
「
王
奔
」
の
「
五
均
」
（
各
地
方
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の
価
格
平
均
）
、
「
六
莞
」
（
塩
・
鉄
器
・
貨
幣
鋳
造
・
鉱
山
採
堀
・
沼
沢
・
海
産
物
加
工
の
国
家
独
占
）
、
中
世
末
代
十
一
世
紀
に
は
、
王
安
石

の
新
法
に
よ
る
抑
商
政
策
と
し
て
の
広
汎
な
市
場
統
制
に
よ
る
社
会
主
義
的
諸
企
図
が
み
ら
れ
た
が
、
何
れ
も
富
商
大
賈
の
利
潤
追

求
を
抑
制
し
よ
う
と
し
て
、
か
え
っ
て
国
家
自
身
の
損
失
を
蒙
る
と
こ
ろ
と
な
り
失
敗
に
終
っ
た
。

　
王
安
石
の
場
合
は
、
巨
商
大
賈
、
な
い
し
は
兼
併
の
家
は
、
茶
行
が
そ
の
最
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。
続
資
治
通
鑑
長
編
巻
二
百
三

十
六
に
は
「
兼
併
之
家
、
如
茶
行
自
来
十
余
戸
」
と
あ
り
、
京
師
の
茶
行
が
巨
海
で
あ
り
、
宋
史
新
編
食
貨
志
巻
四
に
も
「
茶
為
利

甚
博
、
商
賈
転
致
西
北
、
常
至
数
倍
」
、
さ
ら
に
「
茶
利
尽
帰
商
賈
」
と
さ
え
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
富
商
大
賈
が
大
姓
・
大
室
等
、
血
縁
的
、
そ
の
他
集
団
的
に
介
在
し
て
、
容
易
に
動
か
し
え
な
い
勢
力
を
有
し
て
い
た

こ
と
は
、
唐
の
武
后
の
時
、
崔
融
の
上
議
に
も
「
富
商
大
賈
、
豪
宗
悪
少
、
軽
死
重
気
、
結
党
連
群
、
暗
鳴
則
彎
弓
、
睚
批
則
推
剣
、

小
有
失
意
、
且
猶
如
此
。
」
に
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
続
資
治
通
鑑
長
編
巻
三
百
三
十
一
に
「
天
下
商
旅
、
物
貨
至
京
、

多
為
兼
併
之
家
所
困
、
Ｉ
京
師
百
貨
所
居
、
市
無
常
価
、
貴
賎
相
傾
、
或
倍
本
数
、
富
人
大
佐
皆
得
乗
緩
急
、
壇
開
放
散
之
権
」

と
あ
っ
て
、
古
代
の
み
な
ら
ず
、
中
世
唐
宋
代
に
あ
っ
て
も
、
都
市
の
商
人
層
の
集
団
的
結
集
力
に
は
、
官
府
側
も
容
易
に
抗
し
え

な
い
で
、
礼
治
主
義
の
文
学
賢
良
、
な
い
し
は
自
然
放
任
主
義
の
旧
法
党
が
官
商
結
托
と
も
み
る
べ
き
、
放
任
政
策
で
存
続
を
み
て

き
た
と
も
理
解
さ
れ
る
。

　
宗
代
の
王
安
石
は
茶
行
の
反
抗
に
苦
し
め
ら
れ
た
が
、
清
代
広
東
十
三
行
の
「
伍
浩
官
」
=

H
o
u
q
n
a
行
商
は
茶
行
で
も
あ
っ

て
、
当
時
の
世
界
最
大
の
富
豪
と
う
た
わ
れ
た
し
、
最
近
で
は
蒋
介
石
の
国
民
政
府
が
本
国
で
茶
貿
易
の
国
家
独
占
を
企
図
し
た
と

き
も
、
洋
荘
茶
桟
（
茶
行
の
輸
出
商
）
の
抵
抗
に
あ
っ
て
、
公
私
合
弁
へ
の
後
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
事
例
も
あ
る
。

　
都
市
に
お
け
る
官
府
の
対
立
は
、
「
官
僚
は
民
と
利
を
争
っ
て
は
な
ら
な
い
」
、
ま
た
は
『
利
を
追
う
は
明
君
の
道
で
は
な
い
』
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と
い
う
紀
元
前
八
一
年
の
文
学
賢
良
の
言
（
桓
寛
著
、
塩
鉄
論
所
載
）
の
う
ち
に
は
、
深
い
思
想
が
存
在
し
て
い
る
と
す
る
オ
ツ
ト

ー
・
フ
ラ
ン
ケ
＝
o
t
t
o
F
r
a
n
k
e
の
説
が
肯
定
さ
れ
る
。

　
中
国
歴
代
都
市
社
会
で
、
官
命
の
相
剋
が
あ
り
、
抑
商
政
策
が
と
ら
れ
る
方
向
に
あ
っ
た
が
、
結
局
は
文
学
賢
良
、
な
い
し
は
旧

法
党
の
自
由
放
任
主
義
、
「
無
為
則
天
下
無
事
」
の
伝
統
主
義
が
有
力
に
支
配
し
て
い
た
。
民
間
の
自
律
的
慣
行
は
非
道
を
な
さ
な

い
限
り
は
、
自
由
放
任
さ
れ
て
い
た
。

　
官
僚
は
隋
代
以
降
は
出
身
地
を
任
地
と
し
え
な
い
地
域
回
避
別
が
と
ら
れ
、
し
た
が
っ
て
地
方
の
土
語
・
慣
習
に
通
じ
な
い
尸
位

素
餐
で
あ
っ
た
し
、
民
間
側
も
地
方
政
治
に
干
与
す
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
て
い
た
か
ら
両
者
間
に
明
確
な
分
裂
隔
膜
が
あ
っ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
ア
ヘ
ン
戦
争
に
よ
る
開
国
後
、
開
港
諸
都
市
に
お
け
る
商
工
業
の
発
達
と
と
も
に
、
都
市
民
の
社
会
生
活
も
欧

米
諸
国
の
影
響
を
う
け
て
民
主
主
義
思
潮
の
浸
透
を
み
、
一
方
頻
発
す
る
外
患
内
乱
は
既
往
に
お
い
て
発
達
を
み
な
か
っ
た
都
市
集

成
団
体
を
前
述
の
と
お
り
各
開
港
都
市
に
簇
出
せ
し
め
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
内
外
の
状
勢
の
変
化
を
と
も
な
い
な
が

ら
、
日
清
戦
争
後
は
国
内
の
疲
弊
顕
著
と
な
る
と
と
も
に
、
こ
こ
に
専
制
支
配
の
旧
法
を
改
革
し
、
官
民
の
隔
膜
を
打
破
し
て
民
主

化
を
実
現
し
、
富
国
強
兵
利
権
の
挽
回
を
は
か
ら
ん
と
す
る
い
わ
ゆ
る
「
変
法
自
強
説
」
を
主
唱
す
る
も
の
が
、
官
僚
の
う
ち
か
ら

で
た
。
広
東
南
海
の
儒
者
康
有
為
を
首
領
と
す
る
梁
啓
超
・
譚
嗣
同
・
律
勤
等
か
ら
な
る
「
保
皇
党
」
（
別
称
、
保
国
党
・
憲
政
党
・
維

新
党
）
の
一
派
こ
れ
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
代
思
潮
の
変
法
自
強
説
を
背
景
と
し
て
、
「
商
会
簡
明
章
程
」
が
自
由
放
任
さ
れ
て
い
た

任
意
的
な
都
市
商
工
団
体
に
対
す
る
革
新
的
法
規
と
し
て
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。

　
当
時
は
す
で
に
、
外
国
側
の
商
業
会
議
所
が
国
内
含
開
港
諸
都
市
に
設
置
さ
れ
、
こ
と
に
英
国
の
そ
れ
は
ア
ヘ
ン
戦
争
前
後
か
ら

香
港
領
有
、
租
界
設
置
等
に
つ
い
て
、
政
治
的
経
済
的
に
き
わ
め
て
活
発
に
作
用
し
、
英
本
国
政
府
の
外
交
政
策
が
、
こ
れ
ら
在
外
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の
民
間
諸
団
体
の
与
論
に
強
力
に
左
右
さ
れ
る
民
主
政
治
の
態
容
は
、
官
民
遊
離
し
た
中
国
側
に
深
い
印
象
を
あ
た
え
て
い
た
。

　
イ
ギ
リ
ス
本
国
に
お
け
る
商
人
ギ
ル
ド
は
、
自
由
主
義
時
代
の
登
場
と
と
も
に
、
一
八
三
五
年
の
M
u
n
i
c
i
p
a
l
C
o
r
p
o
r
a
t
i
o
n

A
c
t
の
発
布
に
よ
り
、
そ
の
終
始
符
を
う
ち
、
居
住
往
来
、
職
業
の
自
由
が
全
王
国
に
わ
た
っ
て
認
め
ら
れ
、
か
わ
っ
て
商
業
会
議

所
の
出
現
を
み
て
い
た
。
だ
が
、
中
国
進
出
の
イ
ギ
リ
ス
資
本
の
出
身
地
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
、
す
で
に
早
く
一
七
八
三
年
に
は

グ
ラ
ス
ゴ
ー
商
業
会
議
所
、
一
七
八
五
年
に
は
エ
ヂ
ン
バ
ラ
商
業
会
議
所
の
設
立
を
み
、
東
イ
ン
ド
貿
易
独
占
権
の
反
対
運
動
を
展

開
し
、
自
由
貿
易
の
立
役
者
と
し
て
華
々
し
い
活
動
を
示
し
て
い
た
。
ま
た
、
穀
物
条
例
反
対
同
盟
の
本
拠
と
も
な
っ
た
マ
ン
チ
エ

ス
タ
ー
商
業
会
議
所
は
一
八
二
〇
年
に
設
立
を
み
て
い
た
。
現
地
の
広
東
で
は
、
一
八
三
四
年
に
広
東
十
三
行
夷
館
内
に
英
国
商
業

会
議
所
が
設
立
さ
れ
た
の
を
塙
矢
と
し
て
、
一
八
四
七
年
に
は
上
海
に
英
国
商
業
会
議
所
、
一
八
六
一
年
に
は
香
港
に
英
・
仏
・
米

・
印
・
独
各
国
商
社
を
統
轄
す
る
香
港
総
商
業
会
議
所
が
相
つ
い
で
設
立
さ
れ
、
何
れ
も
は
単
に
商
業
団
体
で
あ
る
こ
と
以
外
に
、

政
治
的
接
渉
機
関
と
し
て
も
有
力
に
作
用
し
、
英
本
国
に
お
け
る
在
華
英
国
商
社
団
体
の
「
中
国
聯
盟
」
＝
C
h
i
n
a

A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n

と
の
緊
密
な
連
携
の
も
と
に
、
英
国
の
対
華
外
交
政
策
を
領
導
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
外
国
側
か
ら
の
影
響
に
も
強
く
左
右
さ
れ

て
、
諸
外
国
と
の
対
抗
上
、
変
法
自
強
説
に
お
い
て
商
会
設
立
事
宜
が
取
り
あ
げ
ら
れ
た
。

　
以
上
の
よ
う
な
、
諸
情
勢
の
う
ち
に
、
戊
戌
の
政
変
で
変
法
自
強
派
の
康
・
梁
ら
は
海
外
に
追
放
さ
れ
て
い
た
が
、
光
緒
二
十
九

年
（
一
九
〇
三
）
七
月
商
部
の
成
立
を
み
、
同
年
十
一
月
上
論
と
し
て
「
商
会
簡
明
章
程
」
が
奏
定
さ
れ
、
有
史
以
来
始
め
て
都
市

民
間
諸
団
体
を
統
轄
的
に
律
す
る
法
規
の
公
布
を
み
た
。

　
商
会
簡
明
章
程
冒
頭
の
上
奏
文
に
も
明
ら
か
に
さ
れ
る
と
お
り
、
歴
代
の
専
制
支
配
が
商
人
層
の
抬
頭
を
危
険
視
し
た
賤
商
と
分

離
支
配
政
策
を
一
擲
し
て
、
官
商
間
、
商
民
間
の
阻
隔
を
除
き
、
商
会
の
設
立
に
よ
っ
て
そ
の
整
斉
統
一
を
は
か
る
に
い
た
っ
た
。
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そ
の
要
議
は
、
一
に
は
商
民
の
対
立
競
争
の
内
弊
を
除
き
、
二
に
は
外
勢
を
考
察
し
て
諸
外
国
の
経
済
的
侵
略
を
抵
制
す
る
に
あ
っ

た
。
同
章
程
は
全
二
十
六
款
か
ら
成
立
し
て
い
た
。

　
商
会
に
準
ず
る
都
市
商
人
の
集
成
団
体
と
し
て
は
、
既
述
の
と
お
り
、
広
東
の
西
共
堂
七
十
二
行
、
汕
領
の
万
年
豊
、
同
安
の
商

会
局
、
営
口
の
公
議
会
、
重
慶
の
八
省
首
事
、
沙
市
の
十
三
精
、
台
湾
の
三
郊
、
彼
南
の
平
章
会
館
、
上
海
の
商
業
会
議
公
所
、
南

洋
、
米
州
、
な
ら
び
に
日
本
各
地
に
お
け
る
中
華
会
館
等
が
存
在
し
た
。
前
記
の
商
務
公
所
、
な
い
し
は
商
務
公
会
と
は
、
こ
れ
ら

の
集
成
団
体
を
指
す
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。
そ
の
合
同
の
契
機
は
各
地
の
事
情
に
よ
り
不
同
で
あ
る
が
、
海
外
の
華
僑
所
在
地
と
そ

の
郷
土
華
南
地
方
は
、
早
く
か
ら
の
諸
外
国
と
の
接
触
に
よ
る
民
族
意
識
の
昂
揚
と
、
商
人
層
の
経
済
的
地
位
向
上
か
ら
し
て
、
そ

の
自
治
的
社
会
機
構
は
と
く
に
発
達
を
み
て
い
た
。
ウ
イ
ッ
ト
フ
ォ
ー
・
ゲ
ル
が
、
パ
ー
ゼ
ス
や
モ
ー
ス
の
説
に
従
い
、
牛
荘
（
営
口
）

の
公
議
会
（
俗
称
大
会
）
と
汕
領
の
万
年
豊
会
館
の
二
団
体
の
み
を
例
示
し
、
中
国
商
業
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
団
結
性
と
、
そ
の
社

会
的
意
義
を
否
定
し
た
こ
と
は
、
正
鵠
を
失
す
る
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
商
会
法
は
五
度
の
改
訂
を
み
た
が
、
そ
の
大
旨
に
お
い
て
は
当
初
の
商
会
簡
明
章
程
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
っ
て
、
漸
次
商
会
の
実
情

に
即
す
る
改
正
が
重
ね
ら
れ
た
。
こ
の
点
、
翻
訳
的
な
中
国
諸
法
規
中
最
も
実
効
性
あ
る
法
規
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
〇
な
お
、
商

会
簡
明
章
程
は
既
存
商
人
団
体
の
慣
行
で
あ
る
自
主
的
経
済
統
制
、
自
治
裁
判
、
保
商
責
任
制
度
等
を
採
用
し
実
情
に
即
し
た
か

ら
、
そ
の
公
布
と
と
も
に
各
地
に
商
会
の
設
立
は
風
靡
し
た
。
即
ち
、
公
布
の
翌
光
緒
三
十
年
（
一
九
〇
四
）
に
は
北
京
・
上
海
・

天
津
・
漢
口
・
通
州
・
厦
門
・
煙
台
・
安
慶
等
の
各
地
、
光
諧
三
十
一
年
に
は
広
州
に
そ
の
設
置
を
み
た
。
海
外
で
は
、
光
緒
三
十

二
年
に
マ
ニ
ラ
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
光
緒
三
十
四
年
に
は
バ
タ
ビ
ヤ
の
各
地
、
日
本
で
は
同
三
十
三
年
に
長
崎
、
宣
統
元
年
（
一

九
〇
九
）
に
神
戸
、
同
二
年
に
大
阪
、
そ
の
他
横
浜
の
各
地
に
商
務
総
会
が
設
立
さ
れ
た
。
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暹
羅
商
務
総
会
の
成
立
日
前
述
の
ご
と
く
、
光
緒
二
十
九
年
（
一
九
○
三
）
商
会
簡
明
章
程
の
公
布
と
と
も
に
、
内
外
に
商
務
総

会
が
設
立
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
バ
ン
コ
ッ
ク
で
も
宣
統
二
年
（
一
九
一
〇
）
「
暹
羅
商
務
総
会
」
の
設
立
を
み
た
〇

　
「
暹
願
中
華
総
会
商
紀
念
刊
」
（
民
国
十
年
刊
）
に
は
、
当
初
名
を
商
務
総
会
と
は
明
記
し
て
い
な
い
が
、
現
在
の
中
華
総
商
会
の

名
称
は
、
民
国
出
現
後
、
袁
世
凱
政
府
の
時
期
に
同
四
年
十
二
月
（
一
九
一
五
）
四
六
ケ
条
の
新
商
会
法
を
公
布
し
、
強
制
設
立
か
ら

任
意
設
立
と
な
り
、
商
務
総
会
を
総
商
会
と
改
称
し
た
こ
と
に
よ
る
。
さ
ら
に
全
国
商
会
連
合
会
の
設
立
が
認
め
ら
れ
た
。
し
た
が

っ
て
、
宣
統
二
年
創
立
当
時
は
「
商
務
総
会
」
で
、
民
国
四
年
以
降
現
在
名
の
「
中
華
総
商
会
」
に
改
称
さ
れ
た
も
の
と
い
え
る
。

民
国
十
七
年
（
一
九
二
八
）
同
総
商
会
は
旧
章
程
を
内
外
商
会
章
程
を
参
考
と
し
て
改
訂
し
、
組
織
大
綱
五
章
、
規
律
十
六
章
、
会

議
規
則
、
董
事
局
規
則
、
商
事
公
断
処
条
例
、
貨
品
估
価
条
例
、
そ
の
他
若
干
の
条
例
を
革
定
し
、
居
住
国
政
府
の
批
准
を
へ
て
公

布
し
た
。

　
バ
ン
コ
ッ
ク
が
華
洋
雑
処
、
商
務
の
意
見
の
相
違
利
害
の
対
立
を
み
、
裁
判
手
続
の
時
間
の
消
耗
と
な
り
業
務
の
妨
害
と
な
る
と

と
も
に
、
商
行
為
の
多
く
が
民
事
性
質
で
、
民
間
側
で
公
平
仲
裁
が
可
能
で
あ
っ
た
か
ら
、
民
国
十
七
年
九
月
商
会
内
に
「
商
事
公

断
処
」
を
設
置
し
て
、
評
議
員
二
〇
名
で
、
仲
裁
の
責
を
果
す
こ
と
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
同
年
十
一
月
に
は
、
「
商
品
鑑
定
処
」

が
設
立
さ
れ
、
一
二
名
の
専
任
委
員
を
お
い
た
。
董
事
会
の
下
部
機
構
と
し
て
は
、
総
務
・
理
財
・
交
際
・
会
員
・
宣
伝
・
遊
芸
・

図
書
・
商
品
陳
列
の
各
委
員
会
が
お
か
れ
、
主
席
委
員
が
分
担
工
作
に
あ
た
る
こ
と
と
し
た
。

　
設
立
初
期
の
商
会
は
、
会
員
一
〇
〇
名
を
も
収
容
し
え
な
い
狭
隘
な
借
家
で
あ
っ
た
た
め
、
民
国
十
七
年
（
一
九
二
八
）
「
火
碧
公

会
」
（
精
米
業
者
団
体
）
と
共
同
し
て
、
サ
ー
ト
ン
路
二
三
三
号
の
ボ
ル
ネ
オ
会
社
の
旧
址
二
〇
九
七
平
方
哇
の
土
地
と
、
三
層
楼
一

座
、
二
層
楼
二
座
を
一
〇
万
余
バ
ー
ツ
を
も
っ
て
購
入
し
、
火
暦
公
会
は
面
積
の
一
〇
分
の
四
と
二
層
楼
二
座
、
商
会
は
そ
の
一
〇
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分
の
六
と
三
層
楼
一
座
を
獲
得
し
、
別
に
弁
事
人
の
宿
舎
一
座
と
大
礼
党
（
光
華
堂
）
を
建
設
し
た
。

　
右
の
泰
国
中
華
総
商
会
の
建
設
に
際
し
て
、
現
地
バ
ン
コ
ッ
ク
の
華
僑
社
会
の
み
な
ら
ず
、
国
外
の
陳
永
（
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
）
、

陳
嘉
庚
・
胡
文
虎
（
以
上
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）
、
ほ
か
上
海
保
険
有
限
公
司
、
南
洋
兄
弟
切
草
公
司
、
先
施
・
永
安
保
険
有
限
公
司
（
以

上
、
上
海
）
、
広
東
銀
行
（
香
港
）
等
か
ら
の
出
捐
も
あ
り
、
華
僑
社
会
の
連
合
性
の
特
質
が
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
て
ぃ
た
云
糾

　
一
九
二
九
年
一
月
十
四
日
の
「
泰
国
中
華
総
商
会
」
開
幕
式
に
際
し
て
は
、
シ
ャ
ム
国
王
と
王
妃
の
出
席
も
み
、
そ
の
訓
詞
の
う

ち
に
は
「
中
華
総
商
会
は
、
シ
ア
ム
国
境
内
の
純
粋
商
業
団
体
で
あ
っ
て
、
何
ら
国
家
の
政
治
問
題
に
干
渉
し
て
は
な
ら
な
い
独
立

の
社
団
で
あ
っ
て
、
何
ら
か
の
政
治
派
系
の
指
導
下
に
は
い
る
な
ら
ば
、
シ
ア
ム
国
の
法
律
に
そ
む
く
こ
と
に
な
る
。
」
こ
と
を
強

調
し
、
「
居
住
国
の
法
律
を
遵
守
す
る
場
合
は
、
国
内
人
と
平
等
に
岐
視
す
る
こ
と
は
し
な
い
」
と
強
調
さ
れ
て
い
た
。

　
総
商
会
の
章
程
‥
‥
‥
泰
国
中
華
総
商
会
設
立
当
時
の
章
程
に
つ
い
て
は
、
明
ら
か
に
し
え
な
い
が
、
仏
暦
二
五
一
〇
年
（
一
九
六
七
）

二
月
重
新
批
准
の
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
第
二
条
、
本
会
の
宗
旨
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

　
（
甲
）
　
泰
国
の
工
商
業
を
促
進
し
、
対
外
工
商
業
の
発
展
を
は
か
る
こ
と
。

　
（
乙
）
　
当
地
の
法
律
規
程
商
業
組
戦
法
の
範
囲
に
お
い
て
、
本
会
会
員
を
協
助
し
、
工
商
業
上
の
利
益
を
は
か
る
こ
と
。

　
（
丙
）
　
本
会
会
員
と
そ
の
他
商
業
組
織
、
も
し
く
は
そ
の
他
の
機
構
の
合
作
と
連
絡
を
は
か
る
こ
と
〇

　
（
丁
）
　
工
商
業
各
項
新
聞
お
よ
び
統
計
資
料
を
集
収
し
、
研
究
お
よ
び
宣
伝
上
の
根
拠
と
な
さ
し
め
る
こ
と
。

　
（
戌
）
　
会
員
間
に
発
生
す
る
商
業
上
の
紛
争
を
調
解
し
、
も
し
双
方
の
同
意
を
え
る
と
き
は
、
即
時
公
断
を
と
り
行
う
こ
と
。

　
（
己
）
　
公
共
慈
善
事
業
を
賛
助
し
、
も
し
く
は
そ
れ
に
従
事
す
る
こ
と
。

　
（
庚
）
　
法
律
上
賦
予
さ
れ
た
商
業
公
会
の
権
責
に
も
と
づ
き
、
も
し
く
は
当
局
の
委
託
を
う
け
る
場
合
は
、
そ
の
他
の
事
務
を
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（
辛
）
　
本
会
は
政
治
に
わ
た
り
お
よ
ば
な
い
こ
と
。

　
右
の
う
ち
、
丙
項
で
は
、
他
の
機
構
と
の
連
合
合
作
、
戊
項
で
は
、
商
事
公
断
の
執
行
、
己
項
で
は
、
社
会
福
祉
事
業
、
辛
項
で

は
、
国
王
の
訓
詞
に
あ
る
通
り
政
治
的
活
動
を
行
な
わ
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
第
二
章
の
「
会
員
お
よ
び
会
員
資
格
」
で
は
、
会
員
の
大
部
分
は
「
華
籍
」
た
る
べ
き
こ
と
と
、
（
甲
）
普
通
会
員
、
（
乙
）
特
別

会
員
（
丙
）
名
誉
会
員
に
三
分
類
し
て
い
る
。
（
第
三
条
）
。
普
通
会
員
に
は
個
人
会
員
と
商
会
会
員
が
あ
っ
て
、
華
籍
私
人
と
、
商

店
の
独
資
経
営
者
は
「
個
人
会
員
」
と
し
て
参
加
が
で
き
、
華
籍
を
有
す
る
も
の
で
、
商
店
資
本
の
二
分
の
一
以
上
出
資
し
て
い
る

も
の
は
「
商
店
会
員
」
と
し
て
参
加
が
認
め
ら
れ
、
何
れ
も
そ
の
所
在
地
は
、
バ
ン
コ
ッ
ク
と
ト
ン
ブ
リ
の
二
地
域
内
で
、
商
業
・

工
業
・
農
業
・
金
融
業
、
も
し
く
は
経
済
業
務
を
経
営
す
る
も
の
に
限
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
タ
イ
籍
を
有
す
る
も
の
に
つ
い
て

も
、
華
籍
を
有
す
る
も
の
と
同
等
に
取
扱
わ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
第
三
条
劈
頭
に
は
、
前
述
の
通
り
会
員
の
大
部
分
は
、
須
ら
く
華

籍
で
あ
る
べ
き
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
お
り
、
あ
く
ま
で
も
華
籍
で
あ
れ
、
タ
イ
籍
（
現
地
出
生
の
も
の
）
で
あ
れ
、
華
僑
の
た
め

の
総
商
会
で
あ
る
と
の
原
則
の
上
に
立
っ
て
い
る
。

　
　
「
特
別
会
員
」
は
（
甲
）
に
お
け
る
華
籍
・
タ
イ
籍
を
保
持
し
な
い
も
の
で
、
バ
ン
コ
ッ
ク
、
も
し
く
は
ト
ン
ブ
リ
に
居
住
す
る

も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
（
第
三
条
、
乙
項
）
。
「
名
誉
会
員
」
は
も
と
本
会
会
員
で
あ
っ
て
、
資
望
あ
る
も
の
で
、
本
会
の
推
薦
す
る

も
の
で
、
か
つ
て
商
業
・
工
業
・
農
業
・
金
融
業
、
も
し
く
は
経
済
業
務
に
従
事
し
た
こ
と
の
あ
る
も
の
と
し
て
い
る
。
（
第
三
条
、

丙
項
）
。
入
会
に
は
、
申
請
書
の
ほ
か
、
会
員
の
う
ち
一
名
の
紹
介
者
と
保
証
人
一
名
を
要
す
る
。
（
第
四
条
）
。

　
普
通
会
員
と
特
別
会
員
は
、
会
費
と
賛
助
費
を
納
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
第
八
条
）
。
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会
員
が
、
本
会
章
程
に
よ
っ
て
、
そ
の
職
権
お
よ
び
義
務
を
享
受
す
る
も
の
は
、
「
商
店
会
員
」
の
場
合
は
、
本
会
に
登
記
し
、

授
権
し
た
一
名
の
み
を
全
権
代
表
と
し
て
、
他
人
を
も
っ
て
こ
れ
に
か
え
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
（
第
一
〇
条
）
。

　
　
「
会
董
会
」
（
第
四
章
）
は
、
五
一
名
を
定
員
数
と
し
て
主
席
一
名
・
副
主
席
二
名
・
秘
書
一
名
・
財
政
二
名
を
包
括
し
、
そ
の
他

の
も
の
は
す
べ
て
「
会
董
」
と
さ
れ
て
い
る
。
（
第
一
三
条
）
。
会
董
は
普
通
会
員
大
会
で
の
投
票
選
出
に
よ
り
、
投
票
数
同
数
の
場

合
は
抽
籤
に
よ
る
。
主
席
・
副
主
席
・
秘
書
・
財
政
・
副
財
政
は
、
選
出
さ
れ
た
会
董
の
互
選
に
よ
る
。
（
第
一
四
条
）
。

　
会
董
会
は
「
小
組
委
員
会
」
を
選
出
し
て
、
特
別
の
事
務
を
処
理
、
な
い
し
は
審
査
せ
し
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
第
一
六
条
）
。

会
董
会
は
毎
月
一
回
開
か
れ
、
特
別
会
議
は
特
別
の
事
故
あ
る
場
合
、
五
人
以
上
の
会
董
の
要
求
で
開
催
さ
れ
る
。
（
第
二
〇
条
）
。

　
会
員
常
年
大
会
は
、
毎
年
十
二
月
に
開
催
さ
れ
、
会
員
一
〇
〇
名
以
上
の
出
席
を
必
要
と
す
る
。
（
第
二
五
条
）
。

　
会
董
会
は
常
務
会
董
一
五
名
を
選
出
し
、
常
務
会
は
、
会
員
大
会
、
会
董
会
の
決
議
案
を
執
行
し
、
本
会
の
常
年
財
政
収
支
予
算

を
編
制
し
、
本
会
の
一
切
の
工
作
規
章
を
制
訂
す
る
こ
と
が
、
そ
の
職
務
と
な
っ
て
い
る
。
（
第
三
一
条
）
。

　
　
「
総
幹
事
」
は
必
ず
し
も
会
員
に
限
ら
ず
、
品
行
端
正
・
学
識
才
能
あ
り
、
政
治
的
背
景
の
な
い
も
の
を
、
常
務
会
董
会
に
よ
り

委
任
さ
れ
、
本
会
の
各
級
職
員
と
会
董
会
決
議
案
の
執
行
を
監
督
し
、
各
項
の
指
示
を
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
（
第
三
二
・
三
三

条
）
。
総
幹
事
は
、
総
商
会
の
財
政
収
支
を
監
査
し
、
常
年
大
会
に
報
告
し
、
記
帳
者
と
と
も
に
共
同
署
名
し
て
財
政
収
支
の
責
任

を
負
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
（
第
三
八
条
）
。

　
本
会
解
散
の
提
案
は
会
員
の
三
分
の
一
以
上
に
よ
り
附
議
さ
れ
、
会
員
大
会
出
席
者
数
の
四
分
の
三
以
上
の
決
議
を
へ
て
、
始
め

て
解
散
が
認
め
ら
れ
る
。
（
第
四
〇
条
）
。
解
散
後
の
剰
余
資
産
あ
る
と
き
は
、
会
員
大
会
の
決
議
に
よ
り
、
公
共
慈
善
機
関
に
移
譲

さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
（
第
四
一
条
）
。
本
会
の
財
産
の
私
的
分
割
の
許
さ
れ
な
い
こ
と
は
、
他
の
華
僑
諸
団
体
と
も
共
通
す
る
と
こ
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ろ
で
あ
る
０
．
華
僑
社
会
内
部
で
は
、
強
固
な
公
共
性
０
．
観
念
が
支
配
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
、
福
建
帑
の
場
合
に
つ
い
て
も
明
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
云
）

か
に
し
た
通
り
、
解
散
の
際
の
私
的
分
割
は
明
文
を
も
っ
て
禁
止
し
て
い
る
。
（
同
会
館
章
程
第
二
三
条
）
。

　
右
は
、
泰
国
中
華
総
商
会
の
章
程
の
概
容
で
あ
る
が
、
他
都
市
、
た
と
え
ば
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
中
華
総
商
会
の
章
程
と
も
、
ほ
ぼ

共
通
し
て
い
る
。
役
員
は
、
正
副
会
長
を
ふ
く
め
て
董
事
四
五
名
、
商
業
団
体
董
事
六
名
計
五
一
名
で
、
総
務
組
・
商
業
組
の
ほ
か

に
、
教
育
組
・
福
利
組
（
公
共
慈
善
事
業
と
福
利
事
宜
）
等
、
同
様
に
社
会
的
方
面
に
も
大
き
な
役
割
を
果
し
て
い
る
。

　
た
だ
、
相
違
す
る
と
こ
ろ
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
場
合
の
分
県
公
挙
制
（
県
別
選
挙
制
）
が
そ
の
創
設
（
一
九
〇
六
）
の
当
初
か

ら
、
今
日
に
い
た
る
ま
で
章
程
の
う
ち
に
明
記
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
バ
ン
コ
ッ
ク
の
場
合
は
、
分
県
選
挙
制
に
つ
い
て
の
明
文
記

定
は
な
い
。
だ
が
、
バ
ン
コ
ッ
ク
の
場
合
も
、
実
質
的
に
は
下
属
地
方
別
の
七
属
会
館
選
出
の
役
員
数
に
つ
い
て
は
、
分
荷
別
に
公

挙
さ
れ
て
お
り
、
彼
此
そ
の
選
出
方
法
に
つ
い
て
は
大
差
の
な
い
も
の
と
解
し
て
差
支
え
な
い
。

　
た
だ
、
両
者
と
も
歴
史
的
経
過
の
う
ち
に
、
個
人
会
員
の
留
別
性
は
温
存
さ
れ
、
一
九
五
九
年
八
月
三
〇
日
修
正
新
嘉
坡
中
華
総

商
会
章
程
の
第
四
八
条
に
も
、
本
会
董
事
各
帑
最
少
一
名
を
選
出
し
（
但
し
、
会
員
は
少
な
く
と
も
二
五
名
を
有
す
る
こ
と
）
、
多
き
に
わ

た
る
場
合
は
二
三
名
を
超
過
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
章
程
第
四
八
条
）
と
明
記
さ
れ
て
い
る
が
、
董
事
計
五
一
名
の
う
ち
商
業
団

体
董
事
が
六
名
が
選
出
さ
れ
る
よ
う
に
変
化
を
み
て
き
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
相
似
的
な
こ
と
は
、
中
華
総
商
会
が
集
成
商
業
団
体
で
あ
っ
て
も
、
社
会
的
な
公
共
慈
善
教
育
事
業
に
も
関
与
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。

　
歴
史
的
に
も
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
中
華
商
務
総
会
の
創
設
（
一
九
〇
六
）
に
際
し
て
も
、
当
初
は
官
府
側
の
強
制
法
規
に
も
と
づ
か

な
い
で
、
自
治
的
に
成
立
を
み
て
い
た
「
新
嘉
坡
同
済
医
院
」
＝
T
r
T
h
o
n
g
c
h
a
i

M
e
d
i
c
a
lI
n
s
t
i
t
u
t
i
o
n
（
同
治
六
年
・
一
八
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六
七
年
設
立
）
の
後
座
の
議
事
庁
に
お
か
れ
て
い
た
。
中
華
商
務
総
会
則
立
前
は
、
「
同
済
医
院
」
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
華
僑
社
会
の

中
心
的
存
在
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
、
か
つ
て
の
広
州
に
お
け
る
「
九
善
党
」
、
な
い
し
は
今
日
の
香
港
に
お
け
る
自
主
的
に
設
立

さ
れ
た
「
香
港
東
華
三
院
」
（
東
華
医
院
＝
一
八
七
〇
年
設
立
、
九
竜
広
華
医
院
＝
一
九
一
一
年
設
立
、
京
華
東
院
＝
一
九
二
九
年
設
立
）
が
医

院
業
務
の
ほ
か
、
社
会
的
・
政
治
的
に
香
港
中
国
人
社
会
の
中
心
的
存
在
と
し
て
、
大
き
な
役
割
を
果
し
て
き
て
い
る
こ
と
と
も
共

通
し
て
い
る
。
マ
ニ
ラ
に
お
け
る
「
菲
律
浜
華
僑
善
挙
公
所
」
も
、
同
様
先
駆
的
集
成
団
体
と
し
て
の
役
割
を
果
し
て
い
た
。

　
バ
ン
コ
ッ
ク
の
場
合
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
仲
間
的
な
相
互
救
済
機
関
と
し
て
の
公
共
慈
善
団
体
と
し
て
の
「
善
堂
」
の
成

立
が
、
「
商
務
総
会
」
の
そ
れ
よ
り
も
先
行
し
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
「
泰
国
華
僑
報
徳
善
党
」
は
、
民
国
紀
元
前
一
五
年
の
光
緒
二

十
三
年
（
一
八
九
七
）
に
、
潮
陽
同
郷
の
馬
網
が
郷
里
の
宋
大
峯
祖
師
廟
を
、
バ
ン
コ
ッ
ク
の
チ
ヤ
ル
ク
ル
ン
路
に
移
し
、
信
徒
の

貧
苦
の
も
の
の
医
療
救
済
、
墓
葬
等
に
も
尽
し
た
が
、
漸
次
初
期
の
神
廟
的
性
質
の
も
の
か
ら
、
全
僑
性
的
公
共
慈
善
団
体
へ
と
改

組
発
展
し
、
「
華
僑
医
院
」
の
設
立
を
み
た
。
そ
の
場
合
、
中
華
総
商
会
、
各
僑
回
の
協
力
が
あ
り
、
総
商
会
の
主
席
が
善
堂
の
董

事
長
で
も
あ
っ
た
。

　
別
に
、
「
天
華
医
院
」
が
伍
淼
源
（
梅
県
人
）
・
劉
継
賓
（
潮
安
人
）
・
高
輝
石
（
澄
海
人
）
・
王
杏
洲
（
中
山
県
人
）
・
劉
聘
敏
（
厦
門

人
）
・
張
見
三
（
（
潮
安
人
）
ら
に
よ
っ
て
光
緒
三
十
年
（
一
九
〇
四
）
に
創
設
さ
れ
、
中
医
部
の
ほ
か
、
そ
の
後
西
医
部
も
伍
佐
南

　
（
梅
県
人
）
に
よ
っ
て
創
弁
さ
れ
、
全
僑
性
医
院
と
し
て
発
展
を
み
て
い
る
。

　
中
国
内
外
の
各
都
市
に
お
け
る
中
国
人
民
間
社
会
の
自
治
機
構
形
成
に
際
し
て
、
公
共
感
善
団
体
と
し
て
の
善
堂
・
医
院
の
創
股

が
、
先
行
し
て
い
る
こ
と
は
各
地
と
も
共
通
し
て
い
た
。
上
海
の
紅
十
字
会
、
香
港
の
広
華
医
院
、
汕
頭
の
心
善
党
、
広
州
の
九
善

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

堂
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
同
済
医
院
、
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
の
同
善
医
院
（
一
八
八
一
年
創
立
）
等
、
何
れ
も
法
的
団
体
と
し
て
の
総
商
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合
の
先
行
団
体
で
あ
り
、
早
く
か
ら
各
僑
団
の
輪
流
管
理
に
よ
っ
て
、
任
意
的
な
仲
間
的
共
同
体
と
し
て
の
公
共
慈
善
団
体
で
あ
っ

て
も
、
実
体
的
に
は
著
僑
社
会
自
治
機
構
の
中
核
的
存
在
と
し
て
の
役
割
を
官
僚
専
制
下
の
国
内
諸
都
市
に
お
い
て
で
あ
れ
、
居
住

国
内
諸
都
市
で
の
排
華
政
策
に
当
面
し
て
も
、
ま
た
欧
米
資
本
の
制
圧
す
る
植
民
地
に
お
い
て
で
あ
っ
て
も
、
自
然
的
な
、
い
わ
ば

潜
運
黙
移
の
経
過
の
う
ち
に
、
強
固
な
自
治
機
構
と
し
て
の
役
割
を
果
し
て
い
た
こ
と
を
見
す
ご
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
〇

　
以
下
、
次
稿
に
お
い
て
明
治
初
期
の
日
本
の
富
国
強
兵
政
策
を
踏
襲
し
た
変
法
自
強
説
の
所
産
と
し
て
の
、
商
会
法
に
よ
る
「
泰

国
中
著
総
商
会
」
の
機
構
と
職
能
に
お
け
る
実
態
の
検
討
を
試
み
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
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